第946回生物科学セミナー
（第367回 Zoological Conference）
日時：　12月5日（水）　16:40-18:10
演者：　高橋　淑子　教授
　　　京都大学大学院理学系研究科生物科学専攻動物学系
演題：  器官発生を支える細胞のふるまい
　脊椎動物の発生過程では、細胞はその形態を変化させたり、また長距離を移動するなどして、複雑な形態形成を可能にする。ダイナミックな細胞のふるまいとその制御機構の理解には、細胞とその周辺環境との相互作用が鍵を握る。私達は主にニワトリ胚の利点をいかして、細胞や組織間に働く新規シグナリングを多数見出してきた。本セミナーでは以下の3点を中心として、遺伝子−細胞−組織形成をつなぐシグナルとその遺伝プラグラムについてディスカッションしたい。

1.　神経堤細胞の挙動を制御する血管シグナル

　神経堤細胞が体内を移動しながらさまざまな細胞に分化する際、血管性シグナル（BMPなど）が重要な役割を担うことを見出した。

2.　管上皮の形成とその伸展機構

　腎管をモデルとした高解像度ライブイメージング解析により、管上皮が形成される際の先端細胞とその移動・誘引シグナルを見出した。

3.　上皮組織の間にみられる新規シグナリング

　異なる上皮組織が、それらを裏打ちする基底膜を挟んでシグナルを交わしていることがわかった。上皮間シグナルが破綻するとEMTが誘発される。
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